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今月の表紙 福寿草
　2017年３月18日撮影。福寿草を探して男鹿半島
を訪れたところ、群生地を見つけたのでシャッター
を切りました。

　撮影／大潟村写真クラブ 小野　康道 さん

～ 2018年度の「今月の表紙」は、「大潟村写真クラブ」会員の皆さんが撮影した季節の写真を連載します～

フレッシュミズ・青年部・女性部総会  04特集
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★今月の特売日
　「春の農作業応援セール!!」

4月19日㈭・20日㈮
※毎週金曜日はフライデーセール
を開催中です！

★5月3日（木）・4日（金）は「菜の花まつりセール!!」
を開催いたします。

★ミツウマ等田植え用長靴多数入荷しております。

★今年も田植え用お弁当、おかずセットの予約を承り
ますのでどうぞご利用下さい!!

お問い合わせは生活課（45−2214）まで。

お知らせ

４月16日㈪・25日㈬
★ポイント３倍デー ▼

新たに設けた休憩スペース

インフォメーションコーナー

特産かぼちゃ生産組合の皆さん（29年７月24日撮影）

～特産かぼちゃ生産組合・優秀農家を表彰しました～

　特産かぼちゃ生産組合では、３月２日に行われた総会後の実績検討会において、29年産くり
大将かぼちゃの生産で優秀な成績を収めた方々を表彰しました。以下にご紹介いたします。

おめでとうございます！今後も大潟村のかぼちゃ
生産振興のためにご尽力いただきますようお願い
いたします

圃 場 部 門　
優 秀 賞　　生　田　勝　弥
　 　 　　　反収：2.2ｔ　特選率：62.6％
優 秀 賞　　菅　原　史　夫
　 　 　　　反収：1.8ｔ　特選率：46.2％

ハウス部門　（※反収で換算しています）

最優秀賞　　船　木　乃里子
　 　 　　　反収：2.6ｔ　特選率：35.7％
優 秀 賞　　鎌　田　拓　治
　 　 　　　反収：2.6ｔ　特選率：26.7％
敢 闘 賞　　前　田　　　久
　 　 　　　反収：1.2ｔ　特選率：79.8％

※健康百科は休みます。

ぜひご利用ください

あぐりプラザ
リニューアル
しました！



女性部「活動
だよ
り」

第405号
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◎小学生のための豆腐作りサポート隊活動グルー
プ（２月23日）
　小学３年生30名が学校菜園で育てた大豆（青・
黒・茶・白）で豆腐を作るお手伝いの要望があっ
て立ち上げたグループですが、私達もミキサーを
使っての豆腐作りをしたことがなかったので、２
月14日に村民センターで練習をしてから、小学
校の家庭科室で会員10名がサポートに当たりま
した。
　やる気満々の子どもたちと一緒に豆腐作りをし
てみて４種類の豆の味の違いを比べたり、初めて
豆乳を飲んだという子がいたり、美味しい美味し
いとたくさん食べている子どもたちの笑顔を見る
ことができ、食の大切さを感じさせられました。
私達も楽しい時間を過ごすことができてうれし
かったです。	 （宮崎和子記）

◎加工センター掃除（３月３日）
　みそ・豆腐の役員で実施しました。皆様御苦労
さまでした。	 （山本嘉子記）

◎役員会（３月５日）
　新しい班長さんの顔合わせを兼ねて１回目の役
員会を開き、今年度の事業など話し合いました。
　「活動グループについて」助成金は上限２万円
とするが、活動によってはそれ以上になる場合も
あるので、その時は会計報告をしてもらうことと
なりました。	 （山本嘉子記）

◎加工センター運営委員会（３月６日）
　29年度は、共同炊事、みそ、委託みそ、豆腐

★活動報告と各種会議報告

★総会ではたくさんのご意見ありがとうございました

　女性部・婦人会に入っていて良かったと思われ
る活動になるよう執行部一同頑張ります。
　今年度は婦人会50周年・女性部45周年を迎え
る記念の年です。現在実行委員会で準備していま
すので、ご協力よろしくお願いいたします。
　また、部・会員を募集していますので、併せて
よろしくお願いいたします。

のいずれも、残念ながら前年度を下回るとの報告
がありました。豆腐やみそは、地産地消、食の安
全・安心などの点からも特に大事にしたい活動で
すので、今後もう少し増えるよう講習会等を設け
ますので、よろしくお願いいたします。
　また設備についても、ＪＡから引き続き修理な
ど支援していただけることになりました。機械の
更新などが必要の場合は、村へも支援をお願いす
る予定です。	 （山本嘉子記）

◎生活モニター会議（３月６日）
　ＪＡからは店舗の改装について説明がありまし
た。要望の多かった「休憩スペース」ができると
のことです。店舗を自分たちの店と思って、意見・
要望をどんどん寄せてほしいとの事でした。モニ
ターからの色々な意見を聞いていただきました。

（鈴木富士子記）

◎男鹿のわかめ購入世話グループ（３月12日）
　朝雪が降っていて漁が遅くなりワカメが届く時
間が３時近くになってしまい皆さんには大変ご迷
惑をお掛けしました。昨年147.5㎏（茎ワカメ45
㎏含む）21人の参加でしたが、今年は162.5㎏（茎
ワカメ無し）で26人の参加で、村民センターの
調理室でワカメを芯から外し湯通ししました。
　今回初めての方にやり方を教えてくれる人、自
分が終わったら次の方の為にお湯を沸かしてくれ
る人、「塩で揉まないのも少し作るつもりが全部
塩で揉んじゃったぁ」と言う人に、まだ終わって
いない人が少し分けてあげたりと、参加した皆さ
んの温かい協力のお陰で無事終わる事ができ、美
味しいワカメが食べられます。参加された皆さん
ありがとうございました。	 （小澤美智子記）



JＡだより 4

～
大
潟
村
婦
人
会
50
周
年
・
Ｊ
Ａ
大
潟
村

女
性
部
45
周
年
記
念
式
典
に
向
け
、
計
画

が
鋭
意
進
行
中
～

　

女
性
部
は
３
月
２
日
、

Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
を
会

場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は

じ
め
に
大
潟
村
婦
人
会
の

山
本
嘉
子
会
長
が
あ
い
さ

つ
で
、「
29
年
度
は
婦
人

会
員
・
女
性
部
員
が
増

え
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

う
。
今
年
は
大
潟
村
婦
人

会
50
周
年
・
Ｊ
Ａ
大
潟
村

女
性
部
45
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
。
11
月
26
日

に
記
念
式
典
を
行
う
事
を

決
定
し
、
現
在
実
行
委
員

が
頑
張
っ
て
い
る
の
で
ぜ

ひ
全
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
盛
大
に
お
祝
い
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報

告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
全
て
の
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後

か
ら
は
、
大
潟
村
の
小
野

学
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

～
部
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ

く
、
今
後
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
～

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
２
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
執
行
部
代
表
・
本

庄
ゆ
か
り
さ
ん
が
活
動
を
振
り
返
り
、「
色
々
な
村
の
会

議
に
始
め
の
頃
は
お
ど
ろ
い
た
が
、
参
加
し
て
い
く
う
ち

に
村
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
は
＂
笑
顔
〟
に
な
れ
る

場
所
で
あ
り
、
自
分
を
高

め
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
機

会
だ
と
思
う
。
会
員
減
少

が
続
い
て
い
る
が
、
皆
さ

ん
の
力
添
え
で
仲
間
を
増

や
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
今
後
の
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
と
盛
り
上
げ

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報

告
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
全
て
の

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
年
間
の
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行

い
、
新
た
な
執
行
部
員
５

名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
講
演
「
イ

～
試
験
圃
場
で
の
畑
作
事
業
。
経
験
を

糧
に
、
２
年
目
の
か
ぼ
ち
ゃ
収
量
・
１

年
目
の
た
ま
ね
ぎ
収
量
と
も
に
良
～

　

青
年
部
は
２
月
27
日
、Ｊ
Ａ
会
館
和
室
を
会
場
に
開
催
。

開
会
に
あ
た
り
竹
本
健
治
部
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

「
ハ
ウ
ス
巡
回
や
圃
場
巡
回
等
の
学
習
事
業
、
県
内
の
Ｊ

Ａ
青
年
部
と
の
交
流
事
業
の
他
、
盆
踊
り
や
柿
収
穫
手
伝

い
、
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
、
地
域
交
流
事
業
に
も
多
く
の

部
員
が
参
加
し
て
く
れ
た
。
地
域
の
活
性
化
と
青
年
部
の

ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
全
て
の
議
案
を
可
決
。
役
員
改
選
も
行
い
、
新

た
な
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
青

年
部
試
験
圃
場
で
の
畑
作
事
業
は
、初
年
度
の
反
省
点（
排

水
対
策
、
雑
草
対
策
、

ネ
ズ
ミ
対
策
等
）
を
ふ

ま
え
て
改
善
を
図
っ
た

結
果
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
収

量
・
た
ま
ね
ぎ
の
収
量

と
も
に
良
と
な
り
ま
し

た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
青
年
部
・
女
性
部
で
は
２
月
下
旬

か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
総
会
を
行
い
、
29
年
度
の
事
業

報
告
や
30
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
。
各
部
と
も
計

画
は
承
認
さ
れ
、
30
年
度
に
む
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
当
日
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
第
36
回
）

青
年
部
（
第
42
回
）

女
性
部
（
第
50
回
）

新部長に選ばれた
相馬時博さん

総会の様子

総会の様子

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

青
年
部
・
女
性
部
総
会

～
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、組
織
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
～

特集

執行部代表・本庄ゆ
かりさんのあいさつ新執行部の皆さん

あいさつする大潟村
婦人会の山本嘉子会長
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シ
ョ
ー
と
、
先

日
女
性
部
で
購

入
し
た
遺
伝
子

組
み
換
え
に
つ

い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
鑑
賞
会
を
行

い
ま
し
た
。

◦
議　
　
　

案

第
１
号　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ

い
て

　
　
　
　
（
1
）
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

　
　
　
　
（
2
）
監
査
報
告

第
２
号　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
1
）
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

◦
30
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

婦
人
会 

会
長
：
山
本　

嘉
子

Ｊ
Ａ
女
性
部 

部
長
：
栢
森　

慶
子

副　

会
・
部　

長
：
鈴
木
富
士
子

会　
　
　
　
　

計
：
柏　
　

雄
子

監　
　
　
　
　

事
：
齋
藤
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

尚
子

◦
議　
　
　

案

①
第
１
号　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認

に
つ
い
て

②
監
査
報
告

③
第
２
号　

平
成
30
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
予
算（
案
）

に
つ
い
て

④
役
員
改
選

⑤
青
年
部
試
験
圃
場
に
つ
い
て

◦
30
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

部　
　

長
：
相
馬　

時
博

副
部
長
：
豊
島　

正
祥

　
　
　
　
　

戸
嶋　

宏
輝

事
務
局
長
：
今
野　

芳
昭

会　
　

計
：
尾
崎　

正
春

ラ
イ
ラ
を
解
消
～
ご
機
嫌
な
毎
日
の
た
め
に
～
」
に
参
加

し
、
ア
ン
ガ
ー
（
怒
り
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
員
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◦
議　
　
　

案

第
１
号　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告

第
２
号　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号　

役
員
改
選
並
び
に
新
役
員
挨
拶

◦
30
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

執
行
部　

村
上　

和
子　

川
﨑
あ
か
ね　

木
須
裕
佳
理

　
　
　
　

川
原
真
理
子　

細
川
友
里
江

◆
女
性
部
加
入
の
お
申
し
込
み

　

生
活
課
生
活
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

２
２
１
４
）
ま
で
。

◆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
加
入
の
お
申
し
込
み

　

生
活
課
生
活
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

２
２
１
４
）
ま
で
。

◆
青
年
部
加
入
の
お
申
し
込
み

　

営
農
支
援
課
営
農
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

３
０
３
３
）
ま
で
。

青年部試験圃場の▶
たまねぎ収穫作業

マジックを披露する小
野学さん（写真左）とお
手伝いするＪＡ女性部
の栢森慶子部長（同右）

全県フレッシュ交流会

秋田県ＪＡ女性大会・秋田県家
の光大会フレッシュミズ料理講習会

青年部試験圃場のかぼちゃ定植作業

総会会場に展示された（写真左から）、大潟小3年生から「小学
生のための豆腐作りサポート隊活動グループ」への感謝状、「リ
フォームの会」の作品、「かご作り活動グループ」の作品

青年部試験圃場のたまねぎ選別作業

29年度を振り返って

29年度を振り返って

29年度を振り返って

野菜栽培活動グループ・調理実習
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Ｊ
Ａ
は
３
月
８
日
、
組
合
員
研
修
会
を

Ｊ
Ａ
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
連
合

会
の
柏
木
宏
道
企
画
推
進
課
長
が
、
来
年

１
月
に
始
ま
る
収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て

説
明
し
、「
ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
と
の
重
複

加
入
は
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
は
保
険
料

が
い
く
ら
に
な
る
か
試
算
し
、
必
要
性
を

検
討
し
て
み
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、大
阪
堂
島
商
品
取
引
所
の
正
木

学
営
業
企
画
部
長
が
、コ
メ
先
物
取
引
に

つ
い
て
講
演
し
、「
保
険
を
掛
け
る
と
い
う

意
味
で
、先
物
取
引
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
東
光
鉄
工
㈱
Ｕ
Ａ
Ｖ
事
業
部

の
須
藤
剛
士
セ
ー
ル
ス
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
、
自
社
の
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
機
能
を
追
加
す

れ
ば
、
国
が
規
制
緩
和
を
検
討
し
て
い

る
自
動
航
行
が
可
能
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

研
修
会
終
了
後
は
座
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
等
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

座
談
会
・
組
合
員
研
修
会
の
あ
り
方

Ｑ
中
学
校
の
卒
業
式
と
重
な
っ
て
い
た
せ

い
も
あ
る
と
思
う
が
、
年
々
座
談
会
の
出

席
者
が
減
少
し
て
い
る
。
今
後
の
座
談
会

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
は
？

　

ま
た
、組
合
員
研
修
会
で
は
い
つ
も
同

じ
よ
う
な
テ
ー
マ
に
思
え
る
の
で
、
土
壌

報
告
会
な
ど
を
や
っ
て
は
ど
う
か
？

Ａ
Ｊ
Ａ
で
は
毎
回
、
座
談
会
に
多
く
参
加

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
組
合
員
研
修
会
を

同
日
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
組

合
員
研
修
会
と
し
て
「
コ
メ
流
通
戦
略
セ

ミ
ナ
ー
並
び
に
商
談
会
」
を
開
催
し
た
際

は
、
若
い
人
を
中
心
に
80
人
が
参
加
し
盛

況
で
し
た
。
今
回
も
関
心
が
高
い
と
思
わ

れ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
つ
も
り
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
反
省
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
は
村
内
行
事
の
把
握
を

徹
底
い
た
し
ま
す
。

職
員
の
人
数
に
つ
い
て

Ｑ
今
の
時
期
は
ま
だ
良
い
が
、
農
繁
期
に

な
れ
ば
職
員
の
人
数
が
足
り
な
く
な
る
の

で
心
配
だ
。
職
員
が
少
な
い
か
ら
利
益
が

出
て
い
る
の
か
？
も
し
利
益
を
出
し
て
い

る
な
ら
職
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
昨
年
の
12
月
に
４
名
が
退
職
し
、
こ
の

う
ち
３
名
の
退
職
は
想
定
外
で
し
た
。
た

だ
、
４
月
に
臨
時
職
員
が
２
名
入
り
ま
す
。

　

農
繁
期
は
確
か
に
職
員
が
不
足
し
ま
す

が
、
通
年
で
職
員
を
多
く
確
保
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
気
に
増

や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
辺
を

勘
案
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

免
税
軽
油
の
価
格
に
つ
い
て

Ｑ
免
税
軽
油
の
価
格
を
も
っ
と
下
げ
ら
れ

な
い
か
？

Ａ
そ
う
い
っ
た
声
を
受
け
Ｊ
Ａ
で
は
、免

税
軽
油
の
利
用
１
ℓ
当
た
り
１
円
の
還

元
を
29
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年

12
月
に
皆
様
の
口
座
に
入
金
い
た
し
ま
し

た
。仕
入
れ
の
部
分
で
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

販
売
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
計
画
対
比
87
・
3
％
だ
が
、
原
因
は
？

Ａ
ひ
ま
わ
り
が
病
気
に
か
か
っ
た
り
、田

ん
ぼ
1
枚
分
水
没
し
て
し
ま
っ
た
か
ぼ

ち
ゃ
や
、同
じ
ウ
リ
科
の
メ
ロ
ン
の
単
価
・

収
量
が
下
が
っ
た
り
、
ど
れ
が
一
番
の
要

因
と
い
う
こ
と
で
な
く
、色
々
な
要
因
が

重
な
っ
た
結
果
、全
体
的
に
計
画
を
下
回

る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

農
機
具
の
盗
難
保
険
に
つ
い
て

Ｑ
田
ん
ぼ
や
格
納
庫
で
バ
ッ
テ
リ
ー
の
盗

難
が
相
次
い
だ
が
、
農
機
具
の
盗
難
に
対

応
し
た
保
険
な
ど
は
あ
る
か
？

Ａ
Ｊ
Ａ
共
済
の
建
物
更
生
共
済
の
動
産
に

入
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
施

錠
し
た
建
物
内
で
保
管
し
て
い
た
も
の
に

関
し
て
は
、
盗
難
に
遭
っ
た
場
合
に
保
障

対
象
と
な
り
ま
す
。

自
己
資
本
比
率
に
つ
い
て

Ｑ
Ｊ
Ａ
の
自
己
資
本
比
率
は
？

Ａ
27
年
度
が
16
・
8
％
、
28
年
度
が
17
・

3
％
で
す
。
29
年
度
に
つ
い
て
も
、
組
合

員
へ
の
配
当
後
は
Ｊ
Ａ
の
資
本
増
強
の
た

め
に
内
部
留
保
し
、
自
己
資
本
比
率
16
％

を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
と
た
ま
ね
ぎ
の
出
荷
に
つ
い
て

Ｑ
か
ぼ
ち
ゃ
と
た
ま
ね
ぎ
の
出
荷
時
期
が

重
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
？

Ａ
30
年
産
は
重
な
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
か

ら
は
た
ま
ね
ぎ
の
作
付
面
積
が
60	

ha
、
再

来
年
に
は
１
０
０
ha
と
い
う
計
画
で
す
の

で
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
荷
と
重
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
た
ま
ね
ぎ
の
最
終
出
荷
は
お
盆

前
と
考
え
て
い
る
の
で
８
月
の
第
１
・
２
週

は
か
な
り
忙
し
い
で
す
が
臨
時
で
職
員
を

雇
用
す
る
な
ど
、
少
人
数
で
も
鋭
意
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

報
告
　
組
合
員
研
修
会
と
座
談
会

秋田県農業共済組合
連合会の柏木宏道企
画推進課長「収入保
険制度の概要につい
て」

大阪堂島商品取引所
の正木学営業企画部
長「コメ先物取引に
ついて（あきたこま
ち先物構想含む）」

東光鉄工㈱ＵＡＶ事
業部の須藤剛士セー
ルスグループマネー
ジャー「農業ドロー
ン、最前線」
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Ｊ
Ａ
大
潟
村
直
営
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
「
ロ
ー
ソ
ン
大
潟
村
店
」
が

３
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

17
日
ま
で
３
日
間
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ン
セ
ー
ル
で
は
、
紅
白
大
福
を
配
布
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
村
内
外
の

人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
米

粉
餃
子
や
Ｊ
Ａ
大
潟
村
限
定
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
を
特
価
で
販
売

し
、
そ
ち
ら
も
好
評
で
し
た
。

　

佐
々
木
新
あ
ら
た

店
長
は
、「
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
で
何
か
と
慌
た
だ
し
い
が
、

お
客
様
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
て
と
て

も
う
れ
し
い
。
元
気
と
笑
顔
で
、
地
域

の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
作
り
を

頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
潟

村
の
ロ
ー
ソ

ン
は
大
潟
村

の
特
色
を
生

か
し
た
店
づ

く
り
を
目
指

し
ま
す
。
ご

愛
顧
の
程
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
大
潟
村
直
営

ロ
ー
ソ
ン
大
潟
村
店
オ
ー
プ
ン

佐々木 新
あらた

店長（写真前列右から4人目）とクルー

オープニングイベントには多くの方が
いらっしゃいました

やや緊張の面持ちの佐々木新店長。応援
よろしくお願いします

ローソン大潟
村店　副店長
田中　和也

資材課
加藤　　航

ローソン
大潟村店

児玉　明美

資材課
伊東　寛紀

ローソン
大潟村店

安部　明美

ローソン
大潟村店

浅井　竜哉

金融課
伊藤　緋里

　

Ｊ
Ａ
は
３
月
４
日
、プ
ロ
バ
ス
ケ
チ
ー

ム
「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」
応

援
企
画
と
し
て
、
大
潟
小
６
年
生
と
同

小
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を「
福

島
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
ズ
」
と
の
試
合
観

戦
に
招
待
し
、
大
人
を
含
め
31
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
次
世
代
と
の

交
流
」
を
目
的
と
し
て
Ｊ
Ａ
が
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
勝
利
す
れ
ば
チ
ー
ム
連
勝
記

録
が
14
に
な
る
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
は
、
第
３

ク
オ
ー
タ
ー
で
福
島
に
追
い
つ
か
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
91	

︱	

74
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
児
童
は
、「
お
も

し
ろ
か
っ
た
。
ま
た
観
戦
し
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
田
口
成
浩
選

手
ら
の
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ
争
奪
の
く

じ
引
き
大
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

小
学
生
を
試
合
観
戦
へ
ご
招
待

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

応
援
企
画選手に熱い声援を送る子どもたち

臨時職員のご紹介　これから皆様のお世話になります。どうぞよろしくお願い申し上げます。



下部分を上下して
調節

（さとう　さとる）
1949年秋田県生まれ。北海道大学
大学院農学研究科博士課程単位取
得。農林省農事試験場、農林水産省
農業研究センター、東北農業試験場
で試験研究に従事。1997年に秋田
県立農業短期大学教授に就任。秋田
県立大学生物資源科学部教授、学部
長を経て、2014年３月定年退職。
専門は農業経済と地域計画。

秋田県立大学 名誉教授
佐藤　　了

おぉがたな話題

今月のいちおし情報
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　見渡す限りに広がった大潟村の水田風景。入植第二世
代のＡさんは、その中に身を置きながら夫婦でゆっくり
コーヒーを飲むのが至福の時だと言う。近代化農業の成
功の上に生活文化が花開いていると言えるのかも知れな
い。率直にうらやましいと思う。
　さりながら、かつて “もう一つの大潟村” が思い描か
れていたことを、とくに若い世代の方々はご存じだろう
か。本村の誕生時、1964年の八郎潟干陸式の記念切手
に描かれたのは、稲に加えて麦、りんごと乳牛だった。
水稲専作を標榜していた監督官庁の農林省がどう思った
かは知らないが、そこには “豊かな農業・農村とはどう
いうものか” の一般の人たちのイメージが端的に表現さ
れている。さらに注目すべきは、開村当初は「大型機械
による水稲連作方式が決定的」であることを認めながら
も、将来は有畜の「田畑輪換・穀草式」への道を探るべ
きことを主張した農法論の専門家、加用信文の開村前の
営農構想ではないか。
　わが国の農業は、いま、一方で国際的なコスト・価格
競争にさらされながら、他方で国民の食料需要の大幅な
変化にも直面している。このとき、私たちは、いかなる
営農構想を持つべきか。もはや、「大型機械による水稲
連作方式」だけで良いとは思われない。これからは日本

の特質を活かした水田利用方式を中心に、後背地（ヒン
ターランド）の再生・活用と結合していくことだと私は
考えている。
　そうした観点から見ると、上述の加用の構想は魅力的
だ。さいわい汎用化水田の整備技術と低コスト化は、ま
だ課題はあるとはいえ、半世紀前と比較にならないほど
進んだし、“輪換・穀草・有畜を組み合わせた持続可能
な農業” は、私見では、21世紀の半ば以降をも捉え得る、
日本農業が追求すべき将来方向だからだ。

〈つづく〉

第16回　“もう一つの大潟村” ―半世紀前からのメッセージ―

『家の光』購読してみませんか
　月刊誌『家の光』は “協同のこころ” を家庭ではぐくむ雑誌として、1925年に創刊され、2015年５月号で創刊90周年を迎
えました。女性はもちろん、家族みんなで楽しく読める総合家庭雑誌です。
　読者参加の紙面づくりを大事にし、感動読み物、時事問題や料理、健康、子育て、高齢者介護や農業、家庭園芸など、「得する、
役に立つ、元気が出る」記事を満載しています。５月号の主な内容は以下の通りです。

　みなさんの身近に、「すごい、どうやってやるの」と思
わず教えてもらいたくなる生活の技を持つ人はいません
か。今回の特集では、そんな全国各地の達人に、きらりと
光る暮らしの技、たとえば福島県会津地方に伝わる「イモ
床漬け」や、浄化槽とＬ字パイプを使った斬新な蚊取り法、
女性組織の活動に使えるキッチン帽子の作り方などをご紹
介いただきます。みんなで暮らしの技を共有しましょう。

エダモンの  旅して産直レシピだモン！

ニンジンはうまうま！

　コンパニオンプランツ（共栄作物）という考え方をご存
知ですか。有名な例では、野菜の近くでハーブ類を育て、
害虫を防ぐなどの方法があります。このように異なる種類
の植物を植え合わせることで、組み合わせによって害虫や
病気の予防、生育促進などの効果が得られるのです。これ
から育て始める夏野菜に焦点を当てて、植え合わせの相性
やポイントをご紹介しますので、ぜひ試してみてください。

農ライフのすすめ 育ちに差がつく夏野菜の植え合わせ

　香りがよくてやわらかい春のニンジンを使ったおいしいレ
シピを求めて、料理研究家の枝元なほみさんが、ＪＡ島原雲仙
管内のニンジン農家の酒井さんのお宅におじゃましました。
　酒井さんに教わるおいしいニンジンの選び方や、「ニン
ジンの天ぷら」などのレシピ、また枝元さんにご紹介いた
だく「ニンジンと牛肉のピリ辛炒め」や「キャロットピラ
フ」などのレシピを参考に、皆さんもニンジンの新しい食
べ方に挑戦してみましょう。

農がたり キャイ～ン ウド鈴木 さん
「 両親から学んだ農業は、人の生き方そのものですね 」
　お笑いコンビ「キャイ～ン」のウド鈴木さんは、山形県
鶴岡市で稲作を営む専業農家に生まれました。優しくて明
るいキャラクターで人気のウド鈴木さんは、どんな家族に
囲まれて、どんな自然の中で育ったのでしょうか。
　故郷の庄内平野での思い出や、子どもの頃から見てきた
ご両親の農作業への姿勢から、どのようなことを学んだの
かなど、テレビではめったに聞くことのできないウド鈴木
さんの農業や家族への思いを聞かせていただきます。

ぜひ、この機会に『家の光』を購読してみませんか。お申し込み・お問い合わせは生活課（45-2214）まで

暮らしの達人　大集合！特集
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３月23日開催

理事会報告

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45‒3033）ま
でご連絡ください！

青年部

●活動報告
３月６・７日　フーデックス	ジャパン視察
　　　　　　　（千葉県幕張メッセ）

●活動予定
４月13日　県青協総会
（ビューホテル・相馬氏、佐藤氏、田中氏参加）
５月４日　ハウス巡回・かぼちゃ定植
（８：30ＪＡ会館集合・ハウス巡回、13：00青年部試
験圃場・かぼちゃ定植、18：30ポルダー・打ち上げ）

報告事項
・業務報告（２月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・平成30年度コンプライアンス・プログラムの制定について
・平成30年度不測事態対応計画の制定ついて
・平成30年度個人情報保護計画・個人情報保護対策
推進進捗管理（マスタープラン）の制定について
・安全衛生委員会報告
・たまねぎ乾燥・貯蔵・調製施設建設委員会報告
・棚卸実施要項の一部改正について
・内部監査報告
議案
第94号　平成30年度内部監査計画について
第95号　経理規程の一部改正について
第96号　購買業務規程の一部改正について
第97号　貸付金利率表の一部改正について
第98号　たまねぎ乾燥・貯蔵・調製施設設計・監理

契約の締結について
第99号　たまねぎ乾燥・貯蔵・調製施設に係る地質

調査の依頼について
第100号　時間外労働・休日労働に関する協定について
第101号　１年単位の変形労働時間制に関する労使協

定について
第102号　信用事業方法書（貸出に関する特例）に規定す

る「仮渡資金」の自己査定上の取扱いについて
第103号　平成29年度決算方針について
第104号　平成30年度内部統制整備基本計画書の制定について
協議事項
・平成30年度役員報酬について
・平成30年度事業計画（案）について

ゴールデンウィーク期間中の
ＡＴＭサービスの休止日について

　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございま
す。ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭサービスの休止日
は以下のとおりです。大変ご不便をおかけいたしますが、
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

日　　付 備　　　　考

５月４日（金） システムメンテナンスにより全国の全ＡＴ
Ｍで利用できません。

詳しくは金融課（45−3018）までお問い合わせください。

ゴールデンウィーク期間中の
緊急時連絡先について

緊急時連絡先（24時間対応）
共済・事故対応 ＪＡ共済事故受付センター（0120－258－931）

金融・ＪＡカード

ＪＡバンク・キャッシュカード紛失共同受
付センター（0120－411－180）
ＮＩＣＯＳ盗難紛失受付センター（0120－159－674）
※ＪＡカード（クレジット）を紛失の際は

こちらにもご連絡ください
生活・葬祭関係 ＪＡ葬祭レゼール（0120－46－5731）

五城目警察署　TEL 018−852−4100

★全国重点★

★秋田県重点★

  横断歩行者の交通事故防止
　　　　～「歩行者ファースト」意識の醸成～
　横断歩道は歩行者優先です。歩行者と運転者がお互
いに思いやり、横断歩道上の安全確認を徹底し、横断
歩行者の交通事故を防止しましょう。

❶子供と高齢者の安全な
通行の確保と高齢運転
者の交通事故防止

❷自転車の安全利用の推進

❸全ての座席のシートベ
ルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底

❹飲酒運転の根絶

五城目警察署からのおしらせ

春の全国交通安全運動 ４月15日（日）まで

職　員　人　事
退 職

長い間お疲れ様でした。
　　　　　　鈴木久美子（生活課・臨時職員）

組合員の皆様、ありがとうございました。

３月31日付　佐藤　英道（整備課自動車・臨時職員）

　　　　　　中
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（整備課農機整備係）

採 用
４月１日付　下

しも

間
ま

　圭
けい

太
た

（整備課農機業務係）

つぎの者を職員として採用いたしました。

　４月の朝礼で永年勤続職員の表彰を行いまし
たので、ご紹介いたします。
  ☆勤続30年以上 木　村　　　環（金融課）
  　　　　　　　 谷　　　美紀子（共済課）
  ☆勤続10年以上 石　川　大　介（共済課）

永年勤続職員のご紹介

出　資　金	……………………		9億3,675万円
正組合員数	……………………………1,080名
准組合員数	………………………………		41名

ＪＡ大潟村の概況　30年３月末現在

※決算のため、貯金・貸出金額の掲載は休みます。



　これから皆様のお世話になる、平成30年度新規採用の
職員です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

新採用職員のご紹介
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このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ちし
ております。TEL  45−2211　広報担当

谷口　夢
ゆめか

佳ちゃん
　おでかけがだーいすき！！パ
パとにいにいが一緒だとさらに
パワーアップ！！
　元気いっぱい活発なゆめか
ちゃん。メキメキ成長中です。

一ノ関優
ゆうき

樹ちゃん
　いつも笑顔で元気いっぱい！
ゆうきは家族みんなの癒しです。
　元気に育ってくれてありがと
う。これからも毎日たくさん笑お
うね♪

畠山　　紬
つむぎ

ちゃん

　お姉ちゃん二人に囲まれて賑や
かに楽しく育った紬ちゃん。いつ
もニコニコ元気な姿を見ていると
私たちも元気になります。少し甘
えん坊だけど、お姉ちゃんのよう
に明るく優しくなってね。　庄司　望

の あ

蒼ちゃん
　のあが生まれてから早いもの
でもう１年。最近は、本当にい
たずらっ子でパパママ大変だけ
ど、毎日のあのニコニコ笑顔に
癒されてます。４月からはこど
も園頑張ろうね。だいすきだよ
♡

藤田　　楓
かえで

ちゃん

　お兄ちゃんが大好きで、ハイ
ハイで追いかけていく姿がとて
も微笑ましいです。普段は亀の
ようにのんびりなのに、興味あ
るものには猪のように突進。笑
えます。
　穏やかだけど、よく笑い、
ちょっぴりおぼけさんで。家族
みんな幸せをもらっています。

◦出身：大潟村
◦所属：整備課農機業務係
◦趣味：釣り・音楽
◦ひとこと：今まで以上に責任感を
持って仕事に取り組んでいきます
ので、どうぞよろしくお願いいた
します。

下
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ま

　圭
けい

太
た

◦出身：八郎潟町
◦所属：整備課農機整備係
◦趣味：筋トレ・スニーカー収集
◦ひとこと：入組して１年が経ちました。業
務に追われる毎日ですが、とてもやりがい
を感じています。組合員の皆様に顔と名前
を覚えてもらえるよう頑張っていきますの
で、よろしくお願いいたします。中

なか

道
みち

　淳
じゅん

人
と
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